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・アーティストの声明
　私は彫刻家として物事を見ます。私は人間の状態
とその表現に興味があります。私の仕事は生命モデ
ルの研究から始まります。そこから私は粘土、石膏、
木、青銅の等身大の木炭画や抽象的で比喩的な彫刻

を作ります。その姿を考え、それに取り組むことには、人間の形態の
内部的な精神的および物理的本質の理解、ならびにその形態の周囲
の空間への拡大が含まれます。このように、私は作品の創造におい
て建築と自然の両方の環境を探ります。
　私の作品は抽象的でも比喩的でもありますが、単一の絶え間ない
アイデアによって結合されています。その概念は、何らかの肉体の
魂の具現化です。それは特定の形に変換されるか、または私が特定
の体を発見するための全環境の蒸留でさえあるかもしれません。
　私の彫刻の多くは、根底にある社会政治的関心事を含んでいま
す。伝統的な素材と時代を超越したテーマで、私は現代の状況の普
遍的な性質を描きたいと思います。このように、アダモエエヴァの
作品は私にとってサラエボの戦争で苦しんでいる人々への私の思
いやりの表現となりました。
　私はそれらの即時性と表現を通して彫刻が鑑賞者に触れること
を望みます。同じように、鑑賞者に触れることで彫刻を盛り上げて
もらいたいのです。
■Blography
1952 北海道帯広市生まれ
1972 ︲ 1974 東京造形大学彫刻科
1974 ︲ 1976 ローマアカデミア　エミリオ・グレコ教室
2009 ︲ 東京造形大学彫刻家客員教授　　－　現在
20代のはじめにイタリアへ渡り、ローマアカデミア エミリオ・グレ
コ教室で学ぶ。ニューヨーク在住を経て、2016年からは帯広市を
拠点に活動している。
■Solo Exhibitions
1980 第1回高村光太郎大賞展入賞
1991 洞爺湖“ぐるっと”彫刻公園のために「I was... I will...」を制作
1992 北海道坂本直行記念館に「Generoso」を制作
1995 北海道帯広市十勝プラザに「Transparente Dream」を制作
2000 「プラット・インスティチュート彫刻庭園」ブルックリン、ニュ

ーヨークモニュメント“緑のメモリー”設置　ニューポート・
ニューズ、バージニア

2003 「マイル野外彫刻展」マディソン、コネティカット（
,
03、

,
04）

2004 モニュメント“Natural”設置　ポート・ウォーウィック、バージ
ニア

2012 ポーラ美術館 作品展示
2013 「︲ melissa・melissa ︲ 板東優展」日本橋高島屋 6 階 美術画

廊／東京
2015 「板東優 drawing展」柴田悦子画廊／東京銀座
2016 「彫刻家の日記」MEGUMI OGITA GALLERY ／東京銀座

「破壊と造形」ギャラリーせいほう／東京銀座
2017 「高島屋美術部創設110年記念展 microcosmic spirits」日本橋

髙島屋　ポーラ美術館　アネックス
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■プログラム　ゲスト卓話
　「初めて語る36年目の大地と夢想」
　彫刻家　板東　　優 様
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↑携帯サイトが
できました。
バーコードリー
ダーで読み込む
事ができます。

④帯広北RC、夜間移動例会開催のご案内
　日　時　3月22日（金）午後6時30分
　場　所　ジグザグ
⑤帯広西RC、夜間例会開催のご案内
　日　時　3月28日（木）午後6時30分
　場　所　北海道ホテル
⑥帯広北RC、3月29日（金）の例会は、休会と致します。
　帯広南RC、4月1日（月）の例会は、休会と致します。

■委員会報告	 （各委員会）
・事務所改築祝い
　株式会社　ニッタクス　新田　　潔 会員

・退会挨拶
　第一生命株式会社　矢野　雅之 会員

■創立記念夜間例会
・乾杯の挨拶　　　　　　　 ・締めの挨拶
　長澤　秀行 副会長　　　　　石神　美代 副会長

■次週のプログラム予定
3月27日（水）「休　会」
4月3日（水）「新会員卓話」	 （プログラム委員会）
	 内木　敬典 会員・山崎健太郎 会員

■会長報告	 和田　賢二 会長
　今日は非常にメモリアルな日、創立84周年目
の記念例会であります。
　1935年に我が帯広ロータリークラブが創立
され、日本では16番目、道内におきましては5番

目に誕生させた、我等の先人達の勇気ある行動とその先見
性に感動を覚えます。
　私が、帯広ロータリークラブの第75代会長に就任いたし
ましてから、半年以上が過ぎようとしております。振り返り
ますと74人の歴代会長のご努力とご苦労を、会長に成って
みて初めて理解できるところがあります。
　70周年以外で、帯広ロータリークラブの過去の大きな事
業としては、1965年、国際ロータリーの創立60周年、帯広ロ
ータリークラブ創立30周年記念事業として帯広駅前広場に

「大地」のモニュメントを寄贈設置しております。
　1982年には、地域最大の催事である帯広市開拓100年、市
制施行50年に当り、ロータリーの記念事業として、市内3ク
ラブ（帯広・帯広北・帯広西）が合同して大ブロンズ像「大地
と夢想」を帯広市百年記念館前庭に寄贈設置し、併せてロー
タリー創立100年に向けて3クラブ全員のメッセージをタイ
ムカプセルにして埋設しております。因みに、このタイムカ
プセルは、2032年開封する事となっております。
　普段私たちは、過去にロータリーの先輩たちが大変なエ
ネルギーを費やして、直向きに行ってきた奉仕活動や事業
をなかなか聞く機会も、勉強する時間もあまりありません。
このような創立記念例会を通して温故知新を図るべきかと
存じます。
　本日は、その歴史の中で今も悠然と大地を見つめ、地域の
人に愛されている大ブロンズ像「大地と夢想」を制作された
彫刻家の板東優先生にお越し頂きまして、当時の事から現
在に至るまでをお話し頂こうと思います。
　あれだけのモニュメントを製作されながら、ロータリー
クラブの中で、製作にあたってのお話を一度もされたこと
がない、今回が初めてと仰っておられました。本日例会に出
席された会員は、まさに千載一遇の機会ではないかと思い
ます。

■ゲスト紹介
　彫刻家　板

ばんどう

東　　優
まさる

 様

■会務報告	 外㟢　裕康 幹事
①帯広RC、3月27日（水）の例会は、休会と致します。
②帯広RC、次年度第1回クラブ協議会開催のご案内
　日　時　3月27日（水）午後7時
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広
　会　費　2,100円
　出席義務者　次年度理事・役員・委員長・入会3年未満会員
③�帯広西RC、3月21日（木）の例会は、祝日のため休会と致

します。


